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１． 時間割表の作成 
 

＜演習課題１＞ 

時間割表を作成してみましょう。ここでは複数のセルを結合して見やすくしています。 

結合方法は下記の『アドバイス』を参照して下さい。また、さまざまな罫線を使用して 

いますので線の種類に注意しましょう。 

 

時間割表完成見本 
 

 

『アドバイス』 

タイトル「１年１学期時間割表」はＡ２からＧ２のセルを結合して入力します。 

 

 結合したいセルを選択後、[ホーム]タブから「配置」－「セルを結合して中央揃え」ボタン

（            ）を選択します。 

 

同様に「１時間目」から「７時間目」、「08：45～09：35」から「15：20～16：10」、 

「昼休み」のセルを結合します。 
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２． 座席表の作成（その１） 
 

＜演習課題２＞ 

座席表を作成してみましょう。ここでは座席替えなどが簡単に行えるように、ワーク 

シートを２つ作成します。「座席表」で入力した出席番号で「汎用名簿」を検索し、 

該当学生の氏名を座席表に表示します。 

 

「汎用名簿」                   「座席表」 

 

 

 

             出席番号 

 

 

         氏名 

 

 

 

 

 

まず元となるデータである「汎用名簿」を作成します。 

汎用名簿完成見本 
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３． 座席表の作成（その２） 
＜演習課題２＞ つづき 

次に座席表を作成します。ここではその１で作成した「汎用名簿」から氏名と 

クラス名（１年１組）を取得します。教室名の「３０１」は文字列として入力しています。 

入力方法は下記の『アドバイス』を参照して下さい。 

 

 座席表完成見本 
 

 

 
 

『アドバイス』 

 ａ．数字や数式の前に’（シングルクォーテーション）を付けると文字列として扱われます。 

     例） 「００１」 → 「１」 

「’００１」 → 「００１」 

 

    Ｌ１には「’３０１」と入力します。 

ｂ．ワークシート「汎用名簿」から値を参照して表示します。 

    Ｄ１・・・汎用名簿のＢ３を参照します。 

      数式 =汎用名簿!B3 

    Ｂ５・・・Ａ５に入力された値で汎用名簿のＡ６からＢ２５を検索し、見つかった 

場合は氏名を表示します。 

数式 =IF(A5<>"",VLOOKUP(A5,汎用名簿!$A$6:$B$25,2)," ") 

              条件       真の場合       偽の場合 

 

        指定された条件が TRUE (真) のとき真の場合を返し、FALSE (偽) の 

とき偽の場合を返します。 

 

IF(論理式、真の場合、偽の場合) 

同様にＢ７、Ｂ９・・・Ｌ１７に数式を入力します。 


